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ここで，1469 年にスピラが初めてこの地で印刷し

たこれら 3 作品について刷数と現存数を確認してお

く．

まず 1469 年のキケロの第一版は，100 部印刷され

たうち，25 部（25％）が現存する（そのうち 7 部がヴェ

ラム印刷）7）．キケロの第二版は，300 部印刷された

うちの 18 部（6％）が現存する（ヴェラム印刷はゼ

ロ）8）．ここからいくつかのことが読み取れる．一般

的に言って経済的価値が高いものや美術的価値が高い

ものが後世に残りやすいことを考慮すると，版元スピ

ラはおそらく，初回のキケロが豪華版も含めて 100

部すべて売り切れたため，二回目は 300 部と部数を

大きくして一般普及版として売り出すような薄利多売

の方針を取ったものと思われる．それは現存するヴェ

ラム印刷本がゼロなことからも窺える．また現存数

6％という数字からは，散逸した多数の本にはほとん

ど装飾が施されなかったか，まったく施されなかった

であろうことが想像される．大まかに言って，最初の

100 部で，手写本同様に装飾を施そうと思うような富

裕層や学者層へはある程度行き渡り，その上で，次の

300 部は，必ずしも装飾を必要としないような，書物

として実際に読むような層へと行き渡るような販売実

績となったのではなかろうか．

さて，1469 年のプリニウスであるが，前述の通り

この『博物誌』は 100 部印刷された．この数字は，

ヨハンネスの急死を受けて事業を継いだ兄弟ヴィンデ

リヌス・スピラが 1470 年に出版したアウグスティヌ

ス『神の国』のコロフォン（出版者が付ける後書きの

ような部分）の記述を典拠とする．「…ヴェネツィア

に書くことを教えたヨハンネスは，わずか 3 か月で

100 部のプリニウスをつくった．偉大なキケロの本の

数と同じである…」9）．ちなみこの『神の国』の印刷

数は不明だが，101 部が現存（うち 9 部がヴェラム）

しているため，実際の刷数は 1469 年の 3 作品より 

も 相 当 多 か っ た と 推 定 さ れ て い る（Armstrong

（2020:780））．

そしてこのプリニウスの現存数は 58 点（58％）10）

（そのうち 3 部がヴェラム印刷）にのぼる．現存率の

高さが際立つが，この本が大著で高価だったというこ

とがその理由のひとつにあるだろう．

２．白蔓文様のある現存数と所蔵先

そしてこのプリニウス現存例のうち，前述の通り，

手作業による何らかの美術的な装飾を含むものが 33

点ある．そしてこの 33 点のうちの 31 点，つまりほ

ぼすべてに，イタリアの様式の装飾が描かれている

（Armstrong（2020:787））．残りの 2 点は外国（ドイ

ツ）に送られたのちに，地元ドイツの様式で装飾が描

かれたものである．また高価なヴェラムの 3 点は，す

べてイタリアの様式の 31 点のうちに含まれている．

論者は 31 点のうち，特殊な例外としてのヴェラム

印刷 3 点を除いた 28 点について調査を行った．そし

て，その最初のページに「白蔓文様」が描かれる一大

グループがあることを確認した．論者が現在までに「白

蔓文様」があることを確認しているのは 20 点であ

り 11），その所蔵先は以下の通りである．

Paris, Bibliothèque de Sainte-Geneviève; 

Padova, Biblioteca del Seminario Vescovile;

Torino, Biblioteca Nazionale Universitaria; 

Torino, Biblioteca Reale;

Venezia, Biblioteca Nazionale Marciana（2 点）; 

Città del Vaticano, Biblioteca Apostolica Vaticana; 

Glasgow, University Library; 

London, British Library（3 点）; 

London, Natural History Museum; 

Bloomington IN, Indiana University, Lilly Library; 

Chicago IL, The Newberry Library; 

Corning NY, Corning Museum of Glass, Rakow 

Research Library; 

New York NY, The Morgan Library and Museum; 

Princeton University Library（3 点）; 

Washington DC, Smithsonian Institution, Dibner 

Library.

ここでは図版として掲載できる作例のうち 10 点を

挙げておく【図 02】．上段左から右へ，下段左から右

へ，おおよそ装飾面積が次第に少なくなるように並べ

てある．
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３．諸例

1469 年にスピラによって出版されたプリニウス『博

物誌』100 部のうちおよそ 20 点の扉絵にあらわれる

これらの「白蔓文様 bianchi girari」は，同じ版本を

装飾様式で分類した場合，多数派である「紙印刷のイ

タリアの様式」（28 点）の 7 割程度を占めており，十

分に一大グループを成していると言えるだろう．これ

は，現存しないものも含めると，ひょっとしたら最大

派閥を形成していたかもしれず，この版に関して言え

ばむしろ「既製品」と言ってもよいくらいのスタンダー

ドなモチーフとして受け入れられていたかも知れない．

しかし仔細に観察してみると，一口に「白蔓文様」

と言っても，実際にはその様相はかなり多種多様であ

ることが判明する．

まず装飾面積がさまざまである．イニシャル「L」

の装飾に加えて，文字列の周囲の四辺すべてに装飾帯

があるもの，三辺，二辺，一辺の装飾帯があるものが

あり，装飾帯がなくイニシャル装飾のみのものもある．

下辺の中央部には葉状円が描かれてそこに所有者の家

紋が入る場合があるが，家紋がないもの，そもそも円

がないもの，もある，

イニシャル「L」のみを観察した場合でも，形状，

寸法，色はほとんど一致しない．「L」は 17 行分の高

さよりも高く細めに描かれているものもあれば，背は

低めでかなり幅広のものもある．セリフの形や太さ，

長さ，角度もさまざまである．金や青など色も異なっ

ている．比較的類似している金箔の「L」のイニシャ

ルを持つ 4 作例を比較してみても【図 06】，例えば全

体の地の部分となる青い四角形が，直線的な四角形か，

模様に合わせて凸凹したものか，など異なっている．

「L」に絡まる白蔓の太さも，ほぼ一定なものもあれば，

肥痩があり枝分かれして先に行くほど細くなるものも

ある．白蔓の弧の大きさや流れ，絡まり方も自由で，

それぞれに異なっている．

そのほかにも，白蔓が別の白蔓やアルファベット文

字に穴を開けてその「中を」通ったりする作例もある．

白蔓を筒状の立体に見せるように薄く陰付けがなされ

ている場合もある．総じて白蔓の絡まり方や疎密や広

がり方はかなり自由で，何らかの共通の規則や約束事

があるようには見えない．

白蔓自体は多くの場合，ペンやインクで輪郭が描か

れているが，色彩が付けられず羊皮紙そのままの色の

「白ヌキ」となっている．そのため，見かけ上は白蔓

が上で金の色面が下にあるような描写になっていて

も，実際には金の部分の方が盛り上がっている．

一方，白蔓の背後にあたる「地」の部分は，大抵の

場合，青，緑，赤紫などのカラフルな色面で平板に塗

り埋められている．ここに極小の白点飾り（大抵の場

合三つ組）が含まれることも多い．三つ組みの微細な

ドットが隅々まで丁寧に描かれる場合もあれば，そう

でない場合もある．

描写力のレベルもさまざまである．パドヴァのセミ

ナリオ・ヴェスコヴィレ図書館所蔵の扉絵は，これら

の白蔓文様の中でも最も表現力豊かに繊細に描かれて

いるものの一つであり，「ピコの親方」の手になると

されている作例である【図 06-6a】（Toniolo（2008））．

細筆で巧みに線描された白蔓は，複雑な弧を作りなが

ら先細りするように描かれている【図 07】（【図 06-

6a】の部分図）．白蔓には新芽のようなカールする小

さな突起がリズミカルに付けられており，有機物らし

さが強められている．金箔部分には縁取るように明る

い黄色の太線が加えられており，立体感とともに，重

なり合う金の線のどちらが上かを表現しようとしてい

る．青，緑，赤紫に色面分割された地の部分には，数

図 07　2a と同じ．
図 06　（左から右への順で）　

6a: 2a と同じ．6b: 1d と同じ．6c: 2i と同じ．6d: 1f と同じ．
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多くの三つ組みのドットが描き込まれている．

一方，例えばプリンストン大学所蔵の一冊の扉絵【図

08-8a】は，金の「L」，三色の色彩分割，三つ組ドッ

ト飾りといった共通の要素は持ちながらも，白蔓の太

さと弧の形状にヴァリエイションが薄いため，いささ

か単調な調子になっている．小さな突起のカールも少

ないため，植物というよりも白紐のように見える．ち

なみにこの本の別頁にはイニシャル部分に線描のみが

多数残されており，何らかの理由で彩色にまで至らな

かったことが窺える【図 08-8b】．

図 08　（左から右への順で）
8a: 2h と同じ．8b: 2h と同じ．4v.

さらには，「白蔓文様」に分類することを少々躊躇

わせるような独創性の強い作例も残されている．コー

ニング・ガラス美術館所蔵の一例【図 09】は配色が

かなり独特で，青いイニシャル「L」に絡みつく蔓文

様は白であるが，四辺ある装飾帯に描かれる蔓模様は

明らかに白ではなく，青，黄緑，赤紫などが多彩に入

り混じるものである．ヴェネツィアのマルチャーナ図

書館所蔵の一例【図版 10】では，白蔓は全体的に黄

味がかっており，四隅には薄赤色の大きめの花弁が描

かれている 12）．イニシャルの背後は色面の塗り分け

がなく，代わりに紺色の繊細な蔓の線描で覆い尽くさ

れている．ここまでオリジナリティの強い風変わりな

白蔓文様は，管見の限り，ローマなど別の場所の事例

では見たことがない．

このように論者は，この同版の本の扉絵には数多く

「白蔓文様 bianchi girari」の装飾が選ばれているにも

かかわらず，これらは少しずつ異なっているというこ

と知見を得た．「L」の大きさやフォントすら一致しな

い（同一の型紙や範本を利用した形跡がない），巧拙

のレベルや描写の特徴が一致しないところをみると，

特定の工房や画家がまとめて請け負ったというより

も，実際にいろいろな画家の手で描かれていると考え

る方が自然であるだろう．

それでは次に，この知見をふまえて，このプリニウ

スの版本にこうして白蔓文様の装飾が多く描かれたこ

との歴史的意味について考察する．そして最後に，こ

うした様式の不統一についてその理由を推察したい．

Ⅳ．ヴェネツィアと白蔓文様

1469 年以前，ゼーノがローマから多数の書物とと

もに帰郷する前，かつヴェネツィアに印刷術が導入さ

れる前，実はヴェネツィアとパドヴァにはまだ白蔓文

様がほとんど移入されていなかった．当時のヴェネ

ツィアの手写本装飾の世界は，基本的にはゴシック末

図 09　2c と同じ．

図 10　Plinius, Historia Naturalis, 1469, Venezia, printed by 
Johannes de Spira, Venezia, Biblioteca Nazionale 
Marciana, Inc. V. 0001.
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ナブラはそうした手写本の「外側の」慣習すらも模倣

しようとしていたのである．

さて，ここから 3 年くらいの間に，ヴェネトには白

蔓文様を巧みに描けるようになる画家も生まれた．例

えばパドヴァの画家ジョヴァンニ・ヴェンドラミンは

晩年のスクァルチョーネに学び，花綱やプットなど古

典古代に由来するマンテーニャ風のモチーフを得意と

していたため 14），繁茂する白蔓文様のなかにお得意

の古代風モチーフを大きめに埋め込むような混合様式

を生み出した（Baurmeister（1999））【図 11】．

図 11　Plauto, Comoediae, Venezia, Vindelino da Spira e Giovanni  
da Colonia,1472, Paris, Bibliothèque nationale de France, 
Rés.Vélins 563.  

ところがその後のヴェネツィアでは，白蔓文様は驚

くほど急速に衰退し，1470 年代末にはもうほぼまっ

たく見かけないものになっていった．

おそらくこれは，1469 年のプリニウス『博物誌』

のインキュナブラの一冊に，あの革新的な「建築的扉

絵 frontespezio architettonico」のタイプが登場した

ことと関わりがある【図 01-1c】．建築的扉絵とは，

中央に巨大な古代風建築を描き，そこにプット，花綱，

浮彫，大理石柱など数多くのマンテーニャ風の古代モ

チーフを散りばめるタイプの扉絵であり，前述のパド

ヴァの画家ジョヴァンニ・ヴェンドラミンが描いたこ

の扉絵こそが，まさにその最初期例の一つであっ

た 15）（Mariani Canova（1994b））（De Nicolò 

Salmazo（1999））．建築的扉絵は，紙の平面をそのま

ま平面として捉えてただそこを「装飾」するのではな

く，頁全体を三次元空間のための支持体と捉えて「絵

画」を描こうとしている点がまったく斬新であった．

かつてフィレンツェのルネサンスは，「紙」すなわ

ち古代著作の写本研究を基盤として発展し，その過程

から古代趣味として白蔓文様を創出した．しかしそれ

とは別に，ヴェネトのルネサンスは，「石」すなわち

碑文や記念門など古代建造物遺構の研究を基盤として

発展し，その過程から古代趣味としてこの建築的扉絵

を創出した（松下（2006））．15 世紀末，今度は，こ

の建築的扉絵が，ルネサンスに相応しい新しい古代風

扉絵意匠として大流行し始めたこともあり（Mariani 

Canova（1999）），ヴェネツィアでの白蔓文様は，フィ

レンツェやローマでのような定着を見せないまま廃れ

ていくこととなったと思われる．

注
１）アームストロングの文献一覧は以下の通り．

http://opac.regesta- imperi i .de/lang_en/autoren.
php?name=Armstrong%2C+Lilian　Retrieved August 20, 
2024.

２）マリアーニ・カノーヴァの論文一覧は Ponchia（2012）に
収録されている．フェデリカ・トニオーロの経歴と業績一
覧は以下の通り．
https://www.istitutoveneto.it/flex/cm/pages/ServeBLOB.
php/L/IT/IDPagina/1741
 Retrieved August 20, 2024.

３）2018 年 9 月ヴェネツィアで行われた国際シンポジウムの
発表動画はすべて youtube 上で公開されている．アームス
トロングは 1470 年のスピラ印刷のアウグスティヌス『神
の国』の現存例を横並びにしてスライドを写している（5:35 
/ 19:40）．Printing R-evolution and Society 1450-1500. 
Fifty years that changed Europe　Conference. Venice, 
Palazzo Ducale ,  19-21 Sept .  2018;  DAY THREE: 
ILLUSTRATION AND DIGITAL TOOLS [1st session]; Chair 
William Stoneman; Part 1 - “The Decoration and Illustration 
of Venetian Incunabula: From Hand-Illumination to the 
Design of Woodcuts”, Lilian Armstrong. 
https://www.youtube.com/watch?v=u3EH-_0-znM 
Retrieved August 20, 2024.

４）ルネサンス期印刷史については以下の文献等を参照．
Richardson（1999）；リュシアン・フェーヴル，アンリ = ジャ
ン・マルタン（1998）；ペティグリー（2015）；Braida（2000）.
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５）ヴェネツィアの印刷史の最初期については，Gerulaitis
（1976）; Zorzi（1989）; Needham（1998）を参照．スピ
ラ兄弟の伝記については Barbier（2020）を参照．

６）ヴェネツィア共和国はヨハンネス・デ・スピラに印刷技術
全体に対する五年間の商業的独占を認めたが，それは翌
1470 年の彼の不意の死によってすぐに無効とされた．認
可の原本の画像，原文の書き起こし，英訳は以下を参照．
https://www.copyrighthistory.org/cam/tools/request/
showRepresentation.php?id=representation_i_1469. 
Retrieved August 20, 2024.　

７）キケロ第一版［ISTC No.ic00504000］の現存数について
は以下のデータを用いた．
https://data.cerl.org/istc/ic00504000. Last Edit November 
01, 2023. Retrieved August 20, 2024.

８）キケロ第二版［ISTC No.ic00505000］の現存数について
は以下のデータを用いた．
https://data.cerl.org/istc/ic00505000. Last Edit March 26, 
2021. Retrieved August 20, 2024.　

９）「Qui docuit Venetos exscribi posse Ioannes / Mense fere 
trino centena uolumina Plini / Et totidem magni Ciceronis 
Spira libellos, / Ceperat Aureli: subito sed morte peremptus / 
Non potuit ceptum Venetis finire uolumen. / Vindelinus 
adest, eiusdem frater et arte / Non minor, Adriacaque 
morabitur urbe. / M.CCCC.LXX. 」（Pollard（1905:36））．

10）https://data.cerl.org/istc/ip00786000. Retrieved August 
20, 2024.

11）「イタリアの様式」のなかには所蔵先の資料メモの記述
（「bianchi girari がある」等）のみで図版が確認できないも
のが複数ある．そのほか，一度削り取られた形跡がある，
紙葉ごと差し替えられた形跡があるなど，判断に迷う作例
も含まれている．現在論者が何らかの形で白蔓文様を確認
しているのは 20 点であるものの，さらなる精査を要する
こうした現状があるため，これを正確な作例数として決定
することができない．この点に関しては今後の課題としたい．

12）マルチャーナ図書館の資料データ（Inc. V. 0001）には
「bianchi girari で飾られた」と書かれている．
https://data.cerl.org/mei/02020009 Last Edit August 22, 
2018. Retrieved August 20, 2024.

13）より厳密に言えばキケロの第一版の数冊に描かれた白蔓文
様が最初の制作経験となったと思われるが，この版本は現
存率が 25％と低いため，装飾の相違に関する数量や比率
の議論になじまない．

14）画家ジョヴァンニ・ヴェンドラミンについては Benetazzo
（1999）; Bentivoglio-Ravasio（2004）; Mariani Canova
（2008）; Alberto Calogero（2018）を参照．

15）「建築的扉絵」の成立と発展については Armstrong（1981）; 
Andrews（1999）; 松下（2023:9）などを参照．
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Ⅰ．はじめに

デジタルアーカイブを公開・普及する上で，より収

蔵品の状態を確認する事の出来る 3D モデルデータの

作成には技術や人的コストなどの面で困難が生じ，導

入が困難である．そこで本論文では，萌芽期にあるデ

ジタルアーカイブのありかたを模索するため，既にオ

ンラインでカタログと画像が公開されている文化財コ

レクションを対象に，計測やデータ公開に関わる負担

の軽減に繋がるような 3D モデルの閲覧システムを構

築した．

三次元計測の対象とした文化財は，著者らの所属す

る東海大学文明研究所の収蔵する「アンデス先史文明

に関する遺物」（通称 アンデス・コレクション）およ

び「東海大学古代エジプト及び中近東コレクション」

（通称 AENET，以後エジプト・コレクションと記載）

の一部である．作成した 3D モデルとデータベースは

収蔵品の展示やレプリカの作成，資料の鑑賞などに利

活用されることを目指した．

1．デジタルアーカイブの興隆

デジタルアーカイブとしてインターネット上でデジ

タル化した資料を公開することは，博物館に収蔵され

ている資料や研究成果の公開を行う上で有効な手段で

ある．デジタルアーカイブは，1994 年に月尾嘉男氏

が提唱した概念であり（永﨑 2019），「有形・無形の

文化資産をデジタル情報の形で記録し，その情報を

データベース化して保管し，随時閲覧・鑑賞，情報ネッ

トワークを利用して情報発信」（影山 2004）すると

いうものである．デジタルアーカイブの概念は，学術

界のみならず，デジタル化社会において広く一般社会

に普及すべきものとして，国の政策にも取り入れられ

ている 1）．総務省は「知のデジタル・アーカイブ ─

社会の知識インフラの拡充に向けて─」の資料内にお

いて，デジタルアーカイブを「図書・出版物，公文書，

東海大学文明研究所所蔵のコレクションの三次元計測と 
そのデジタルアーカイブ化の試み

鴨下 真由 1，吉田 晃章 2，今西 規 3，山花 京子 4，松前 ひろみ 3

1. 東海大学総合理工学研究科総合理工学専攻博士課程後期在籍
2. 東海大学文学部文明学科
3. 東海大学医学部医学科
4. 東海大学文化社会学部アジア学科	 〔研究ノート〕

Abstract

Creating a digital archive of museum collections has become a crucial issue following the revision of the Museum 

Act in 2022 (Reiwa 4) in Japan. Developing three-dimensional models of museum collections can serve not only as 

a digital backup for preservation but also as a means to provide comprehensible 3D visualizations to the general 

public. The advancement of 3D archiving may further foster a new type of research. However, introducing such 

technology is costly, requiring significant investment in human resources and the implementation of appropriate 

systems. Currently, few museums in Japan publicly share their digital archives or 3D models. In this study, we aimed 

to create a cost-effective and efficient digital archive and 3D models of 95 artifacts from the Andean and Ancient 

Egyptian collections at Tokai University. Through this process, several issues in handling 3D equipment became 

apparent, and valuable insights into the construction of digital databases were gained.
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美術品・博物品・歴史資料等公共的な知的財産をデジ

タル化し，インターネット上で電子情報として共有・

利用できる仕組み」（総務省 2012）としている．また，

デジタルアーカイブの基本的なメリットとして「誰で

も，いつでも，どこからでも，有用な知的資産にアク

セスできること」（総務省 2012）を挙げている．そ

の結果，より一般的には，デジタルアーカイブは「文

化的資源のデジタル化事業およびそのデジタル化され

た資源」（一般財団法人人文情報学研究所 2021）と

位置づけられている．

博物館・美術館におけるデジタルアーカイブ化は，

新型コロナウイルス感染症と博物館法の改正という２

つの要因によってその動きが加速化している．2019

年 12 月から始まった新型コロナウイルス感染症の流

行下では，博物館・美術館施設に見学に行けないため，

オンラインで閲覧できる博物館・美術館などの需要が

高まった．さらに令和 4 年 4 月に博物館法の一部が

改正され，博物館の事業の一部に「博物館資料のデジ

タ ル・ ア ー カ イ ブ 化 」 が 盛 り 込 ま れ た（ 文 化 庁　

2022）ことにより，国内の博物館・美術館のデジタ

ルアーカイブ化に拍車がかかっている．

現在日本国内で行われているデジタルアーカイブの

取り組みとして代表的なものに，国立文化財機構に所

属する国立博物館 4 館と研究所 2）が収蔵する国宝・

重要文化財を高精細画像かつ多言語で閲覧できる「e

国宝」3）などが知られる．デジタルアーカイブ化の最

大の利点は，博物館単体の閲覧に留まらず，デジタル

アーカイブ同士を連携させ，各博物館などが保有する

知を繋げていくことにある．その代表例が国立国会図

書館が公共サービスとして運営する「ジャパンサー

チ」4）である．「ジャパンサーチ」では，各博物館に

おける資料の種類（地図や日本刀など）や分野（公文

書や文化財）などのキーワードをメタデータとして使

用し，網羅的に検索できる仕組みになっている．この

横断検索の仕組みを支えるのが，共通したファイル形

式で記載されたデジタルアーカイブである．デジタル

アーカイブでは，目録を「メタデータ（電子履歴・特

徴・属性などのデータの所在や形状などを示すデータ

のこと）」として集約し，検索でデータを抽出する際

に使用する．横断的な検索は，各デジタルアーカイブ

が共通したファイル形式でメタデータを記載すること

によって初めて可能になる．また，e 国宝やジャパン

サーチに掲載されている収蔵品のメタデータは，IIIF5）

と呼ばれる規格と連携している．IIIF（International 

Image Interoperability Framework）は，ウェブ上で

公開された画像などを相互に運用するためのプラット

フォームであり，IIIF の画像フォーマットを利用した

アーカイブ化を行うことで，他の IIIF に対応したデジ

タルアーカイブの画像データを IIIF に対応したビュー

ワ内で参照することが可能となる．

日本国内の博物館におけるデジタルアーカイブ化

は，博物館施設における電子目録の作成率が 2019 年

の時点で 51%，作成目録の情報公開率が 12% 程度と，

作成率に対して公開率が低いことがわかる（日本博物

館協会 2020）．加えて，博物館における「デジタル化」

の取り組みの中で資料の画像化を行う「館の端末や館

のホームページ等を使った資料の画像情報の公開」を

行っている博物館の割合は全体の 24.8% と低い．また，

画像などの情報公開を進める割合は，国立が 60.3%，

県立が 42.6% の割合となっている（日本博物館協会 

2020）．一方で，町村立，公益法人，会社，個人経営

の博物館における情報公開は 20% 前後となる（日本

博物館協会 2020）．さらに，デジタルアーカイブを

実施している博物館は全体の 24.4% であるほか，デ

ジタル技術を活用するうえで「人員が不足している」

と回答した施設は 56.4% に上る（文化庁 2020）6）．

同時に，73.6% の博物館において「専門知識を持った

職員が在籍していない」などオペレーション要員が足

りていない現状がある（文化庁 2020）．これらの状

況から，資料や目録のデジタル化を行う上では，経費，

設備，人員に関する課題があると推測される．

デジタル化は一般の利用者のみならず，文化財の保

護や研究にとっても利点がある．文化財の中には，収

蔵庫の外へ出すと著しく劣化するため恒常的に展示で

きないものがある．特に劣化の激しい文化財を，現時

点での姿や構造をデジタルデータとして記録し，将来

的な研究や修復，復元作業に役立つように情報を残す

ことができる利点は大きい．このようにデジタルアー
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カイブは，データの公共化や学術研究に留まらず，資

料保存の面でも重要である．

デジタルアーカイブ化を行う際には，主に文字情報

や画像などの平面資料が公開される情報として想定さ

れる傾向にある．一方で，より先進的な取り組みとし

て，資料を 3D モデル化して情報を残す取り組みも増

えている．資料を 3D モデル化する利点は，前述の資

料保存に加えて，実物を手に取ることが出来ないよう

な資料でも，表面にある微細な傷や，製作当時に資料

に付けられた痕跡などを自由に拡大縮小し，様々な角

度から観察することが可能になること等が挙げられ

る．また 3D プリンタを用いた資料の複製や展示など

も容易になり，資料の観察のみならず，新しい活路が

見いだせる．3D モデルのデジタル展示やデジタルアー

カイブ公開の例として，東京国立博物館 7），8）や国立

科学博物館 9）を中心として進められている，展示会

場を模したメタバース（仮想）空間にアクセスする取

り組みなどがある．利用者は博物館のメタバース空間

に，パソコンやスマートフォンを通じてアクセスし，

展示物をバーチャルに閲覧できる．また，国立科学博

物館では標本画像を 3D モデル化したデータベースの

公 開 10） を 行 っ て い る． 奈 良 文 化 財 研 究 所 で は，

Sketchfab11） という 3D に特化した民間のプラット

フォームを利用した，墳丘の 3D モデル化 12）や，収

蔵品の 3D モデルを公開するという取り組みを行って

いる．Sketchfab に公開されたデータはウェブ上で

3D モデルとして閲覧できるほか，個人利用であれば

3D モデルのダウンロードが可能となっており，収蔵

品の縮小レプリカを 3D プリンタで作成することも可

能である．Sketchfab 上での 3D モデルの公開は，海

外における文化財や自然史標本のデジタルアーカイブ

化の取り組みでも用いられており，大英博物館やスミ

ソニアン博物館，メトロポリタン美術館といった大規

模な博物館が率先して行っている．しかし，2024 年

11 月 6 日現在，経営体制の変更に伴い学術コンテン

ツの無料公開の継続が危ぶまれている 13）．Sketchfab

の例からも分かるとおり，3D モデルを用いたデジタ

ルアーカイブの課題には，永続的に保管・公開できる

ような公共レポジトリがないことや，画像の公開形式

などが統一されていないこと，3D モデルを作成する

ために膨大なコストがかかることなどがあげられる．

特に資料の 3D モデル化の取り組みは，作業を担う人

材確保がネックとなり，デジタルアーカイブ化の中で

もあまり導入が進んでいない．

加えて資料の 3D モデル化を行う際の手段となる三

次元計測 14）の手法の選択もデジタルアーカイブでの

課題である．資料の三次元計測を行う場合に採用され

る手法は大まかに 3 種類があり，赤外線や光線等を使

用して非接触で計測するもの，X 線 CT を使用するも

のや，計測対象に接触して計測を行うものがある 15）．

また，装置の操作方法には，手に装置を持って計測を

行うハンディ型のものと，機材を据え置きで作業を行

う定置型のものが存在する．さらに，写真測量（フォ

トグラメトリ）と呼ばれるカメラを使用した手法があ

り，近年では様々な写真測量用ソフトが利用されるよ

うになった 16）．写真測量は撮影した複数の写真画像

から対象物の 3D モデルを作成する手法で，スマート

フォンのカメラでも 3D モデルを作れる利便さが売り

である．写真測量は，ほかの技術と組み合わせて運用

されることも多い．例えばドローンを用いて LiDAR

（Light Detection And Ranging17））と呼ばれるレーザ

の光を照射し，その反射で物体の形状や距離を把握す

る技術を組み合わせて，遺跡周辺の地形と画像を取得

することが広く行われている（野口，村野 編 2024）．

このように，3D を含むデジタルアーカイブには様々

な手法が検討されており，またコストなどの課題があ

るため，未だ画一された方法論は無い状態である．同

時に本研究を実施した時期はコロナ禍と重複し，行動

が制限される中で文化財の保護や研究について再考す

る機会を得た．そこで，本論文においては 3D 化時代

を見据えたデジタルアーカイブを構築する手段を模索

するため，比較的人員が少なく作業を進めることがで

きるレーザ式スキャナを用いて，収蔵品の 3D モデル

化を行い，最終的に 3D モデルをデータベースとして

公開したことを報告する．
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Ⅱ．収蔵品の三次元計測と横断的な 
データベースの構築

1．三次元計測の対象とした収蔵品の背景

アンデス・コレクションは，アンデス文明形成期か

ら 16 世までの土器，織物を中心とした約 2000 点か

ら 構 成 さ れ て い る． エ ジ プ ト・ コ レ ク シ ョ ン は，

2010 年に鈴木八司氏の遺族より寄贈を受けたもので，

土器，織物，パピルスのほか神像などの約 6000 点か

ら構成されている．エジプト・コレクションとアンデ

ス・コレクションはそれぞれ別のウェブサイト 18），19）

にて，写真と解説などのメタデータが公開されている．

両コレクションは，国内の研究者コミュニティでは

認知されており，さまざまな企画展示などで活用され

ている．近年では，2015 年に，横浜ユーラシア文化

館で開催された「古代エジプト ファラオと民の歴

史 20）」や，2020 年に東海大学と東京大学総合研究博

物館が共同で開催した「ボトルビルダーズ ─古代ア

ンデス，壺中のラビリンス 21）」などの学外施設にお

いて特別展示を行っている．また，エジプト・コレク

ションに収蔵されているパピルス文書は，神官文字（ヒ

エラティック）や民衆文字（デモティック）の貴重な

コレクションとして知られている（一般財団法人人文

情報学研究所 2021）．

東海大学内にはこれらの収蔵品を常設展示できる施

設がないため，附属図書館展示室や松前記念館 22）で

数回の企画展示を除くと，収蔵庫で眠っている遺物が

全体の 9 割を占める 23）．そこで収蔵されている膨大

な量の文化財をより一般に広く認知してもらう手段と

して，一部収蔵品の 3D モデル化を試験的に行った（図

1，図 2）．本研究では，アンデス・コレクションとエ

ジプト・コレクションから，土器など様々な角度から

構造や造形の観察が行える収蔵品合計 95 点を 3D モ

デル化の対象に選抜し，以下の方法で計測を進めた．

 

2．3D スキャナによる撮影と三次元計測

3D モデルの作成は，Artec3D 社のレーザ式のハン

ディ型スキャナである Artec Leo24）を使用した．本機

材の選定にあたっては，機材がコードレスなハンディ

型であるため，限られたスペースの収蔵庫内に狭いス

ペースでの撮影がしやすいということ，学内の別のプ

ロジェクト 25）で使用した実績により，機材の準備や

取り扱いなどの導入がスムーズであることなどが考慮

された．収蔵品の 3D モデルの作成は，（1）収蔵庫に

おけるハンディ型スキャナを用いた三次元計測，（2）

スキャンデータの前処理，（3）前処理済みスキャン

データの 3D モデル化の段階で進めた．

（1）収蔵庫におけるハンディ型スキャナを用いた三次

元計測

収蔵品の三次元計測から撮影データの簡易チェック

までの流れをひとつの作業として設定し，収蔵庫にて

実施した（図 3）26）．撮影は，収蔵庫内の小型テーブ

図２．デジタルアーカイブとして公開した 3D モデル
　　　（アンデス・コレクション，9983-29）

図１．デジタルアーカイブとして公開した 3D モデル
　　　（エジプト・コレクション，SK187）
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ルに緩衝材を敷き，その上に収蔵品を設置して行った．

収蔵品は本体と底部に分けて撮影した．まず収蔵品を

設置したテーブルの周囲を 360°回りながら，本体を

上・横方向から撮影した（図 4）．次にアクリルでで

きた透明の台座（円筒の形状をしたもの）を用意し，

その上に収蔵品を横向きに置くことで，個別で底部の

み追加の撮影を行った．スキャナで撮影したデータは，

収蔵庫内に用意したパソコンに取り込んで逐次，デー

タのクオリティチェックを行った．

（2）スキャンデータの前処理

スキャンした収蔵品のデータを 3D モデル化するに

あたって，前処理を行った．前処理の工程では，スキャ

ナ本体からスキャンしたデータをパソコンへ取り込

み，この時点でスキャンしたデータのクオリティを目

視で確認し，再撮影が必要を判断した．収蔵品のスキャ

ンは１回で成功することもあったが，データの欠損，

台座の映り込み，テクスチャ（スキャン時に取得した

撮影物表面の画像データにおける物体の表面の質感，

ここでは紋様装飾を含む）のずれ，テクスチャへの光

の反射の映り込み，また本来は何も物体が存在しない

空間上での点群 27）の発生など，いくつかの不具合が

一部の収蔵品で認められた．これらの不具合に対して，

ス キ ャ ナ に 付 属 す る 専 用 の ソ フ ト ウ ェ ア「Artec 

Studio 14 Professional」を使用して，前処理を施した．

存在しない座標に描画された点群データについては，

ノイズであると断定し，ノイズ除去処理（該当箇所の

点群データの削除）を行った．前処理を施してもデー

タが改善されず，再撮影が必要と判断された場合には，

収蔵庫での再撮影を実施した．前処理後のスキャン

データは研究室へ持ち帰り，3D モデル化を行った．

（3）前処理済みスキャンデータの 3D モデル化

前処理を施したスキャンデータから 3D モデルを作

成した．作業の流れとしては，①本体と底部の結合，

②前処理で除去し切れなかった不要データの削除，③

モデルの平滑化やテクスチャの最適化，④目視での確

認と ID づけ，⑤ 3D モデルの微調整，の 5 工程に分

けられる．

収蔵品の本体と底部から（図 5），収蔵品の特徴的

な部位（例えば土器であれば把手部分や生物を模した

装飾など）を位置合わせ用のマーカーとして手動で設

定し，位置合わせを Artec Studio 14 Professional を

使用して行った．このソフトウェア上では，位置合わ

せ用のマーカーを設定し，スキャンデータとテクス

チャの結合を自動で行える．これにより，個別に撮影

された収蔵品の本体と底部のデータを１つの 3D モデ

ルに統合した．

図５．① 机が映り込んだノイズ除去前の底部のスキャンデータ図３．作業フロー図

図４．作業風景（出典：鴨下（2022, p.2））
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② Artec Studio 14 Professional を用いて，前処理の

段階で除去しきれなかった台座などの不要な画像を

手作業で除去した（図 6）．

図６．② 本体と底部を統合し、映り込みやノイズを除去し、 
平滑化処理を行う前のスキャンデータ

③ 3D モデルの平滑化処理とテクスチャの最適化をソ

フトウェアの自動処理機能で行った（図 7）．この

工程には，メッシュ上の不要なノイズを除去したり，

表面の凹凸を滑らかにしたりといった機能が含まれ

るほか，点群データで記録された収蔵品の形状をポ

リゴンで規定する作業が含まれる．またテクスチャ

の最適化は，色調の補正や位置合わせの結果，撮影

物の模様がずれないように調整する役割を持つ．

図７．③ 平滑化処理を加えた後のスキャンデータ

④これらの処理を経て作成された 3D モデルの最終的

なクオリティチェックは，各コレクションの責任者

（アンデスは吉田，エジプトは山花）が目視で行った．

問題がなければ 3D モデルの微調整を行った上で，

3D モデルに ID を付与し，.obj 形式で形式で保存した．

⑤ .obj 形式の 3D モデルは，そのままの状態では画面

で表示する際に様々な方向を向いて表示されてしま

う．そこで 3D モデルを，画面に表示する際の 3D

座標（方向）を決定する処理を行った．そのために，

3D モデルの三角形メッシュ（ポリゴン）を編集で

きるフリーのソフトウェア MeshLab28）を用いて，

3D モデルの規定方向 29）を決定した．規定方向を決

定していない 3D モデルでは，図 8，9 のように壺

や像が正面方向を向いていないことが多い．そこで

3D モデルの規定方向を調整し，博物館における収蔵

品の展示と同様の鑑賞体験が可能となるようにした．

図８．規定方向を設定する前の逆さになった 3D モデル

図９．正面を向くように規定方向を設定した 3D モデル

3．3D モデル閲覧データベースの構築

3D モデルの公開に当たっては，海外のデジタルアー

カイブでよく利用される Sketchfab は商用サービスで

あるため，独自のデータベースを構築した．現在，ア

ンデス・コレクションとエジプト・コレクションは，

固有の目録（遺物台帳）で管理され，独立したウェブ

サイトに画像が掲載されている．本研究では，１つの

ウェブサイトからアンデス・エジプト両方の 3D モデ

ルを閲覧・検索できる仕組みを作った．この仕組みで

は，3D モデルの画像と，3D モデルの ID を紐付けた

メタデータ（データベース）を独立したファイルとし

て Google の提供する既存のクラウドサービス上に保

存し，ウェブサイト上で 3D の画像とメタデータの情

報を照合して表示している．3D モデルの .obj 形式ファ

イ ル は Google ド ラ イ ブ に 保 存 し， メ タ デ ー タ は
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Google スプレッドシート（図 10）で保存・編集でき

るようにした．前述のようにメタデータはキーワード

検索の要であるため，アンデス・エジプトそれぞれの

コレクションで独自に作成されていた目録（遺物台帳）

から，共通項目を 3D モデル用のメタデータとして取

り出した．このメタデータには「遺物名・遺物名（英

語）・台帳番号（収蔵番号）・出土国名・材質・時代・

寸法・文化名・文明名・解説」が含まれており，これ

に 3D モデルの ID を紐付けることで，キーワード検

索を可能にした．

図 10．Google スプレッドシートでの目録管理

ノートパソコンを 1 台購入し，これを 3D モデル専

用のデータベース用のサーバとし，大学のネットワー

ク 上 に て 公 開 し た． サ ー バ 上 の デ ー タ の 管 理 は，

Google のサービスを活用したことで，データベース

の更新作業が容易になった．例えば，3D モデルに不

備があり差し替えたい場合には，3D モデルを Google

ドライブにアップロードし直すだけで済む．また，目

録の記載内容の変更は Google スプレッドシート上で

行えるため，ウェブサイトにリアルタイムで情報を反

映でき，かつ複数の目録を外部へ持ち出さずに済む利

点もある．

現在，作成した 3D モデルを閲覧・検索できるウェ

ブサイトは「東海大学　収蔵品　3D DIGITIZATION」
30）として公開している．このサイトには収蔵品に関

連した用語の検索とカテゴリを設定する絞り込み検索

の機能が実装されており「コレクション名・文化名・

材質・年代」を選択して検索することが可能である（図

11）．また，3D モデルビューワには，拡大・縮小や，

3D モデル背景色の変更などの機能が実装されている．

背景色は黒とベージュの 2 色が選択でき，各収蔵品の

特徴や色味に合わせて観察のしやすい背景色で 3D モ

デルを観察できるようになっている（図 12，図 13）．

図 11．作成したデータベースの検索欄

図 12．3D ビューワの背景色（ベージュ）

図 13．3D ビューワの背景色（黒）

Ⅲ．アンデス・エジプトコレクションの 
3D モデル化

1．3D モデルの作成とその課題

収蔵品 95 点のうち，現在，上記のウェブサイトで

はアンデス 38 点，エジプト 4 点の合計 42 点の 3D

モデルを公開している．残る 53 点のうち，5 点は再

撮影を行っても前処理の段階でモデルの平滑化ができ

なかったが，48 点は 3D モデル化の最終段階のクオ

リティチェックで弾かれた．公開ができなかった 48

点の３D モデルには，主に以下に挙げた 3 点に起因す

る問題が認められた．

（1）スキャナの計測限界による問題点

本研究で使用した 3D スキャナは，20cm~25cm 程
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度の大きさであれば概ね形状を正確に取得することが

できたが，より小型の物体は苦手とした．例えば，彫

刻された顔や浅く刻まれた溝など細かい造形が平坦に

なってしまったり，文字や幾何学パターンなどのテク

スチャの一部がブレて二重に表示されたり，滲んでし

まいテクスチャの細部が正確に反映されないなどの症

状が見られた．この現象はスキャナの計測方法に起因

すると思われる．レーザ式のスキャナは，照射したレー

ザで対象物の計測を行う．本研究で使用したスキャナ

の場合，撮影の対象となる物体が小さすぎると，スキャ

ナにとって十分な量の光を反射させることができない

ため詳細な構造を取得できず 31），テクスチャのみの

情報が保存されて，構造とテクスチャの不一致を生じ

る，といった問題につながったと考えられる．

（2）スキャンデータにおけるテクスチャのズレや 

光の反射

その他にも 3D モデル化する際にテクスチャに不具

合が生じるケースがあり，いくつかの原因が推定され

た．まず，3D モデルのテクスチャがずれて合成され

ることがあり，その原因は本体と底部のように分割し

て撮影したデータの位置合わせが失敗したことよるも

のだった（図 14）．本体と底部の位置合わせが失敗し

た収蔵品を，正面と背面に分けて個別で撮影した場合

でも同様にテクスチャのズレが発生した．一部の収蔵

品ではこのような分割したデータの統合ができなかっ

たが，その理由は不明である．次に，周囲のライティ

ング（光源）やスキャナ自体が発する光の反射がテク

スチャに映り込む問題が生じた．テクスチャへの光の

映り込みの症状としては，光源のある方角に光の輪が

できるものや，収蔵品の表面の大部分が発光してしま

うものが見られた（図 15）．光の映り込みは，収蔵品

の中でも特に，磨きが施されている土器や，顔料を塗

布した艶のある土器で頻繁に生じた．これらの症状か

ら，スキャナが不得意な素材としては，金属や磨きな

どがかけられた光を強く反射する物体，黒色に近い素

材などが挙げられる．映り込みの問題に対応するため，

撮影ブースに照明器具を置き，撮影環境の工夫をする

などしたが，映り込みを改善することは困難であった．

図 14．テクスチャにズレの発生したアンデス土器データ 
左：テクスチャの格子模様にぶれが生じた 3D モデル、 
右：実物の写真．（出典アンデス・コレクション）

図 15．テクスチャの一部が光の反射により白く発光している． 
アンデス土器（資料番号 11571-29）

（3）スキャンデータの平滑化による細部装飾の消失

平滑化を行うと，計測した点群データに不備が生じ

装飾の細部構造が潰れたり，形状が取得できず 3D デー

タの生成が不可能となった事例があった．3D モデル

作成に生じた不備の具体的な例としては，土器の口縁

内部がこぶのように盛り上がってしまい，壺の本体内

部が埋まり，存在しない凸凹が生成された例（図 16）

や，11cm 程度の小型の石像の顔面や彫刻部分が平坦

になった例（図 17）などがあった．こちらも理由は

不明である．

また，（1）〜（3）の複数の要因が関わったと考え

られる複合的な失敗事例もあった．（1）と（3）に該

当する例としては，エジプト・コレクションのウシャ

ブティ像（約 16.3cm）が挙げられる．このウシャブティ

像の 3D モデルは，顔の造形が取得できず扁平になっ

てしまった上に，黒色の塗装がテクスチャに反映され

なかった（図 18）．あるアンデス土器では光の映り込

みが見られ，本体の側面に光の映り込みが見られる点

や，口縁部が平滑化により埋まってしまった点から，

（1）と（3）に該当すると考えられる（図 19）．少数
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ではあるが，上記の３つのカテゴリに該当しない事例

として，土器口縁部の欠けのエッジ（淵の鋭さ）がな

く丸みを帯びて不自然な状態になっているもの（図

20）があった．

2．3D モデルの活用

作成した 3D モデルとウェブサイトは，学内の展示

企画やプロジェクトで利用された．東海大学松前記念

館において 2022 年から 2023 年に開催された「古代

アンデスの音とカタチ 32）」では，展示室内に設置さ

れたタッチパネル端末から 3D モデルを閲覧できるよ

うにした．また，東海大学総合研究機構のクラウドファ

ンディング企画として行われた「古代エジプト人の祈

りを，神像の科学的調査から読み解く！ 33）」では，「ホ

ルスの目を捧持するヒヒ像（SK219）」と呼ばれる収

蔵品の 3D モデルを作成した．加えて，東海大学松前

記念館において 2023 年に開催された企画展示「受け

継がれる祈りの心 34）」でも同様に，作成した 3D デー

タとウェブサイトの紹介が行われた 35）．

Ⅳ．3D モデルを含むデジタルアーカイブに 
関する考察

3D 時代に即したデジタルアーカイブを実現するた

めに，本研究ではテクスチャと外形をバランス良く計

測できるレーザ式のスキャナを採用し，計測した収蔵

品のうち約半分に当たる 42 点の 3D モデルをインター

ネット上で公開した．コロナ禍で課題となった人的接

触を極力避ける形で，収蔵庫と研究室を拠点として少

図 17．細部が識別できないエジプト・コレクションの小型の石
像．左：3D モデル、右：実物の写真．

図 18 顔の造形が消失した古代エジプトの黒色の像． 
左：3D モデル、右：実物の写真． 

（出典 AENET SK-190-00-000）

図 16．壺の内部に存在しない凹凸が生じたアンデス土器

図 19．底部と本体の側面に複数個所からの光源が映り込んだ 
アンデス土器

図 20．口縁の欠け（赤矢印部分）が滑らかに補正されてしまった
アンデス土器
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人数での作業を達成できた．これは，今後，同様に人

の出入りが制限された際の文化財研究や博物館業務の

１つのあり方を提示できたと言える．

また本研究を通じて，三次元計測とそのデータベー

スの課題が明らかになった．三次元計測の手法は萌芽

期にあり，目的に応じた手法を選択することが重要で

ある．例えば X 線 CT を使用すると内部構造を高精度

に取得できるが，色などのテクスチャに関する情報は

得られない．一方で，写真測量では内部構造は得られ

ないが，高品質のテクスチャが得られる．その点，本

研究で使用したスキャナは，外形とテクスチャをバラ

ンス良く計測できる利点があった．構造の正確さや光

の写りこみなどの課題はあるが，光を反射しにくい材

質の文化財について手軽に展示や 3D プリンタでの複

製を行いたいという目的であれば，本研究で使用した

ようなレーザ式スキャナによる三次元計測も選択肢に

入ることが示唆される．またハンディ型スキャナは，

収蔵品をその場で計測できる利点があったが，一方で

予想していなかった短所が明らかになった．本研究で

用いたハンディ型スキャナは本体が重く，男性でも長

時間の操作に限界があった．またハンディ型スキャナ

で安定的に画像を取得するには操作に慣れが必要であ

ることが分かった．撮影者が一名の状態では，スキャ

ナを取り扱う際の撮影者の負荷が高く，撮影が成立し

ない可能性があったため，本研究では取り扱いに習熟

した二名の専属スタッフが撮影を行った．

Sketchfab の動向から分かるとおり，デジタルアー

カイブにおける 3D データの取り扱いは過渡期である

ため，本研究では独自のデータベースを構築した．デー

タベースの維持や更新に必要な負担を軽減するため

に，本研究では Google のアカウントを利用したデー

タベースの運用法を採用した．この方法は目録と 3D

モデルの更新が容易で，Google のサービスを使った

ことがあれば簡単に作業ができるメリットとして挙げ

られる．しかし，データ管理は Google のサービスを

用いるため，オンライン上での作業が避けられず，目

録の管理にはセキュリティ上の課題が残る．コレク

ションの目録に記された時代や素材，サイズなどのメ

タデータと 3D モデルを併せて表示をしているものの，

収蔵品の写真は表示されていない．今後は，この点を

改良し，実物の写真も併せて表示する，または写真資

料を 3D モデルと連動させると資料の利便性が高まる

だろう．二点目の課題として，現在のビューワでは画

面上の収蔵品のサイズがわかりにくい，という点が

あった．この問題は 3D モデルの画面にスケールを添

えることで改善できる．さらにデータの共有と再利用

の促進という観点からは，データベース間の連携を可

能にする IIIF の画像フォーマットに準拠したデータ形

式の採用なども今後の課題である．IIIF など共通の

フォーマットを持つメタデータの作成を行う事で，作

成した 3D モデルのデータやメタデータと連携し，日

本国内におけるデジタルアーカイブ化に貢献すること

も求められる．

今回，3D モデルとして掲載したアンデス土器の多

くは，笛吹きボトルと呼ばれ，楽器の役割を持ってお

り，音を鳴らすことができる 36）．各土器からどのよ

うな音が出るのか，想像することは容易ではない．も

し 3D モデルと共に音声データも連動できれば，視覚

と聴覚の両方で体験できる斬新なデジタルアーカイブ

になる．デジタルアーカイブには，従来型の博物館展

示のみではカバーしきれない可能性が秘められてい

る．今後，情報技術を活用してデジタルアーカイブ化

を促進していくことで，人類の知を世界に広く繋げて

いく一端を担うことができるだろう．
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のスペースを本文のワード数相当に算入してく
ださい。他に邦文抄録 500 字または英文アブス
トラクト 300 ワード。
いずれも，本誌の「執筆要項」に沿った形でご
提出下さい。

４．投稿原稿の採否は，編集委員会の委嘱する査読
委員の審査に基づき編集委員会が決定します。
原稿は採否にかかわらずお返しいたしません。
５．発行：年１～２回

６．「執筆要項」は，東海大学文明研究所のホームペー
ジより，ダウンロードできます。
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本誌への投稿について
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